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〔
解
説
〕 

「
室
積
普
賢
菩
薩
厨
堂
梁
文
」
は
、
周
防
室
積
（
現
在
の
光
市
室
積
）
の
峨
眉
山
普

賢
寺
の
普
賢
菩
薩
厨
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
梁
文
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
萩
藩
（
長

州
藩
）
の
秀
才
と
う
た
わ
れ
た
山
田
原
欽
が
二
二
歳
の
時
に
書
い
た
漢
文
の
文
章
で

あ
る
。 

 

一
般
に
、
近
世
に
書
か
れ
た
寺
社
の
由
来
に
関
係
す
る
文
章
は
、
史
実
に
全
く
そ

ぐ
わ
な
い
妄
想
に
よ
る
牽
強
付
会
の
記
述
が
多
く
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
著
し
く
低

い
と
い
う
見
解
が
常
識
で
あ
る
が
、
優
れ
た
表
現
者
と
し
て
の
山
田
原
欽
の
手
に
な

る
こ
の
文
に
は
史
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
記
載
は
見
ら
れ
ず
、
原
欽
の
平
易
に
し
て
達
意

の
表
現
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
山
田
原
欽
の
漢
詩
文
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
詳
細
な
注
を
伴
う
現
代
語
訳
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
代
に
お
い
て
、

そ
の
名
を
知
る
者
は
い
て
も
、
作
品
そ
の
も
の
を
読
む
こ
と
に
は
困
難
さ
が
伴
っ
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、
本
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤
本
浩
先
生
よ

り
要
請
を
い
た
だ
い
た
の
を
機
に
、
本
校
の
四
年
次
選
択
科
目
の
講
義
用
参
考
資
料

と
し
て
の
利
用
を
も
意
図
し
て
、
才
の
不
足
を
省
み
ず
、
訳
注
を
試
み
る
こ
と
に
し

た
。
地
域
に
対
す
る
貢
献
と
い
う
意
味
で
も
、
さ
さ
や
か
な
意
味
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。 

 

〔
訳
注
に
つ
い
て
〕 

本
文
は
、
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
が
た
や
す
く
、
活
字
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
防

長
寺
社
由
来
』（
全
七
巻 

山
口
県
文
書
館 

昭
和
五
七
年
）
第
二
巻 

熊
毛
宰
判
所

収
の
「
室
積
村 

普
賢
寺 

普
賢
寺
由
来
記
」
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

開
帳
の
年
に
当
た
ら
ぬ
た
め
、
梁
文
の
現
物
を
見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

普
賢
寺
の
桝
野
省
堂
ご
住
職
か
ら
、
昭
和
三
四
年
に
当
時
の
普
賢
寺
の
執
事
が
作
成

し
た
梁
文
の
写
し
の
複
写
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
、
『
防
長
寺
社
由
来
』

の
翻
刻
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
で
あ
り
、『
寺
社
由
来
』
の
本
文
と

の
異
同
を
記
し
て
お
い
た
。
な
お
、
本
文
の
内
容
に
そ
っ
て
大
ま
か
に
段
落
分
け
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
理
解
に
資
す

る
た
め
で
あ
る
。 

通
釈
に
つ
い
て
は
、
徳
山
高
専
の
学
生
（
四
年
生
）
を
対
象
に
、
努
め
て
平
易
を

心
が
け
て
作
成
し
た
。
講
義
用
の
資
料
と
と
し
て
の
配
慮
で
は
な
く
、
彼
ら
に
と
っ

て
理
解
し
や
す
い
文
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
一
般
の
方
々
に
も
十
分
に
理
解
で
き
る
レ

ベ
ル
の
文
章
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
易
な
説
明

に
傾
き
す
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
り
、
ま
た
文
章
と
し
て
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
原
文
の
格

調
を
損
ね
た
部
分
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
諸
賢
の
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸

い
に
思
う
。 

注
に
つ
い
て
は
、
典
拠
の
あ
る
場
合
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
原
文
を
挙

げ
た
。
引
用
原
文
に
訓
読
文
を
加
え
て
理
解
を
た
す
け
る
べ
き
か
と
も
考
え
た
が
、

煩
雑
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
優
先
し
割
愛
し
た
。
同
様
の
考
え
に
基
づ
き
、

語
意
を
記
す
に
と
ど
め
た
も
の
も
多
い
。 

 【
本
文
】 

＊
『
防
長
寺
社
由
来
』
の
翻
刻
に
基
づ
き
、
普
賢
寺
に
残
る
写
し
と
異
な
る
部 

分
に
つ
い
て
は
、「
＊
１
」
の
よ
う
に
示
し
、
後
に
写
し
の
本
文
と
の
対
校
を
記 

し
た
。 

室
積
普
賢
菩
薩
厨
堂
梁
文 
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徳山工業高等専門学校研究紀要 

 
 

峩
嵋
山
普
賢
禅
寺
正
堂
既
建
、
未
有
蔵
像
厨
之
処
、
凡
貴
賤
膜
拝
亦
於
堂
中
、
地

迫
而
不
便
于
事
。
寺
現
住
瑞
巌
猶
憂
之
、
捐
資
募
縁
、
擬
為
一
宇
於
堂
後
、
以
安
置

所
謂
生
身
普
賢
菩
薩
像
、
営
計
維
勒
＊
１
、
旃
＊
２
哉
。 

 
 

防
長
二
州
大
守
＊
３
大
江
吉
就
府
君
臨
邦
之
日
、
嘉
瑞
巌
之
志
之
勒
＊
４
也
、
資

以
堂
搆
之
材
、
頃
日
功
成
。
於
是
乎
位
置
得
宜
、
衆
便
之
。 

 
 

亥
未
省
揚
梁
文
、
請
之
於
余
＊
５
。
々
遥
書
以
贈
＊
６
之
、
＊
７
祝
之
以
詞
。
曰
、 

峩
嵋
＊
８
山
兮
、
纔
間
天
兮
。 

跨
白
象
兮
、
覩
桑
田
兮
。 

虹
梁
挙
兮
、
海
霧
連
兮
。 

民
以
富
庶
兮
、
百
禄
鮮
兮
。 

 
 

貞
享
丁
卯 

仲
春
廿
有
八
日 

 
 
 
 

復
軒
山
田
原
欽
熙 

把
筆
於
長
陽
城
下 

＊
１ 

「
勒
」
、
写
し
は
「
勤
」
に
作
る
。 

＊
２ 

「
旃
」
、
写
し
は
「
方
」
に
作
る
。 

＊
３ 

「
二
州
大
守
」
、
写
し
は
「
二
守
」
に
作
る
。 

＊
４ 

「
勒
」
、
写
し
は
「
勤
」
に
作
る
。 

＊
５ 

こ
の
一
文
を
写
し
は
「
余
未
有
揚
梁
文
、
請
文
於
余
」
に
作
る
。 

＊
６ 

「
贈
」
、
写
し
は
「
賜
」
に
作
る
。 

＊
７ 

写
し
に
は
、
「
祝
」
字
の
上
に
「
且
」
の
一
字
が
あ
る
。 

＊
８ 

写
し
に
は
、
「
峩
嵋
」
の
下
に
「
之
」
の
一
字
が
あ
る
。 

 【
訓
読
文
】 

 
 

＊
写
し
の
本
文
と
の
異
同
個
所
に
傍
線
を
引
き
、
写
し
の
本
文
に
よ
る
訓
読
を

〔 

〕
内
に
記
し
た
。
写
し
の
ほ
う
だ
け
に
文
字
が
あ
る
場
合
は
、〔 

〕
内
に

そ
の
読
み
を
加
え
て
記
し
た
。 

室
積
普
賢
菩
薩
厨
堂
梁
文 

 
 

峩
嵋
山
普
賢
禅
寺 

正
堂
は
既
に
建
つ
る
も
、
未
だ
蔵
像
の
厨
の
処
有
ら
ず
。
凡
そ

貴
賤
の
膜
拝
す
る
も
亦
た
堂
中
に
於
い
て
し
、
地
は
迫
（
せ
ま
）
く
し
て
事
に
便
な

ら
ず
。
寺
の
現
住 

瑞
巌 

猶
お
之
れ
を
憂
い
、
捐
資
募
縁
し
て
、
一
宇
を
堂
後
に
為

（
つ
く
）
り
、
所
謂 

生
身
普
賢
菩
薩
像
を
安
置
す
る
を
以
て
、
営
計
維
勒
せ
ん
〔
維

れ
勤
め
ん
〕
と
擬
す
。
旃
（
よ
）
き
か
な
〔
方
な
る
か
な
〕
。 

 
 

防
長
二
州
の
大
守
〔
の
二
守
〕
大
江
吉
就
府
君
、
臨
邦
の
日
、
瑞
巌
の
志
の
勒
な

る
〔
勤
な
る
〕
を
嘉
（
よ
み
）
す
る
や
、
資
す
る
に
堂
搆
の
材
を
以
て
し
、
頃
日 

功

成
れ
り
。
是
に
於
い
て
か
、
位
置
は
宜
し
き
を
得
、
衆
は
之
を
便
と
す
。 

亥
（
そ
）
れ
未
だ
梁
文
を
省
揚
せ
ず
、
之
を
余
に
請
う
〔
余 

未
だ
梁
文
を
揚
げ
る

こ
と
有
ら
ざ
る
に
、
文
を
余
に
請
う
〕
。
余 

遥
か
に
書
し
て
之
を
贈
る
〔
賜
う
〕
を

以
て
し
、
〔
且
つ
〕
之
を
祝
う
に
詞
を
以
て
す
。
曰
く
、 

峩
嵋
山
は
〔
峩
嵋
の
山
よ
〕
、
纔
か
に
間
天
あ
り
〔
間
天
に
巉
（
け
わ
）
し
〕
。 

白
象
に
跨
が
り
、
桑
田
を
覩
（
み
）
る
。 

虹
梁
は
挙
が
り
、
海
霧
は
連
な
る
。 

民
は
以
て
富
庶
た
り
、
百
禄
は
鮮
や
か
な
り
。 

 
 

貞
享
丁
卯
（
貞
享
四
年
一
六
八
七
） 

仲
春
廿
有
八
日
（
二
月
二
十
八
日
） 

 
 
 
 

復
軒
山
田
原
欽
熙 

筆
を
長
陽
城
下
に
把
れ
り 

 

【
通
釈
】 

室
積
普
賢
菩
薩
厨
堂
の
梁
文 

 
 

峨
嵋
山
普
賢
禅
寺
は
正
堂
が
既
に
建
立
さ
れ
た
が
、
ま
だ
仏
像
を
お
納
め
す
る
厨

子
の
場
所
が
無
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
貴
賤
な
く
膜
拝
の
礼
を
行
う
の
も
正
堂
の
中

で
行
い
、
場
所
が
狭
く
て
礼
拝
を
行
う
に
不
便
で
あ
っ
た
。
寺
の
現
在
の
住
職
で
あ

る
瑞
巌
和
尚
も
、
や
は
り
こ
の
こ
と
を
気
に
病
み
、
喜
捨
を
得
、
寄
付
を
募
っ
て
、

一
宇
を
正
堂
の
後
に
造
り
、
い
わ
ゆ
る
生
身
普
賢
菩
薩
像
を
安
置
し
て
、
経
営
に
一

心
に
勤
め
よ
う
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ん
と
正
し
き
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

周
防
長
門
二
国
の
大
守
で
あ
る
大
江
吉
就
さ
ま
は
、
御
国
入
り
の
日
、
瑞
巌
の
志

の
真
摯
さ
を
お
褒
め
に
な
り
、
そ
の
厨
堂
を
建
て
る
た
め
の
資
材
を
援
助
さ
れ
、
こ

の
ご
ろ
完
成
を
み
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
位
置
は
理
に
か
な
っ
た
良
い
も
の
と
な
り
、

人
々
は
こ
れ
を
よ
き
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。 
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山田原欽「室積普賢菩薩厨堂梁文」訳注稿 

 

№40（2016） 

 
 

わ
た
く
し
原
欽
は
、
ま
だ
（
こ
の
偉
業
を
）
褒
め
称
え
る
梁
文
を
掲
げ
て
お
ら
ず
、

梁
文
を
（
作
る
よ
う
に
と
普
賢
寺
よ
り
）
わ
た
く
し
に
願
い
求
め
て
き
た
。
わ
た
く

し
は
遥
か
遠
く
（
離
れ
た
萩
）
の
地
で
梁
文
を
書
き
記
し
て
与
え
、
ま
た
厨
堂
の
完

成
を
祝
う
歌
を
作
っ
た
。
そ
の
歌
に
い
う
、
〕 

峨
嵋
の
山
は
、
静
寂
な
空
に
険
し
く
そ
び
え
、 

（
生
身
普
賢
菩
薩
像
は
）
白
象
に
跨
が
り
、
桑
畑
を
見
て
お
ら
れ
る
。 

（
虹
の
形
に
反
っ
た
）
梁
が
上
が
り
、
（
そ
の
梁
に
）
海
の
霧
が
連
な
っ
て
い
る
。 

民
は
豊
か
で
多
く
、
多
く
の
幸
福
は
く
っ
き
り
と
美
し
い
。 

 
 

貞
享
丁
卯
（
貞
享
四
年
一
六
八
七
） 

仲
春
廿
有
八
日
（
二
月
二
十
八
日
） 

 
 
 
 

復
軒
山
田
原
欽
熙 

筆
を
長
陽
城
下
に
把
っ
（
て
記
し
）
た
（
も
の
で
あ
る
） 

 

【
注
】 

○
普
賢
菩
薩
厨
堂 

 
 

「
厨
」
は
、 

厨
子
（
神
仏
を
安
置
す
る
二
枚
扉
の
入
れ
物
）
の
こ
と
。
「
厨
堂
」

は
、
厨
子
を
納
め
て
お
く
建
物
の
こ
と
で
あ
る
。
末
尾
に
付
し
た
写
真
を
参
照
。 

 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記 
寺
院 

禅
宗
峨
嵋

山
普
賢
寺
の
項
に
、 

同
境
内 

 

 

普
賢
堂 

 

 

本
堂 

桁
行
貳
間
半
梁
行
同
斷
瓦
葺
〔
二
間
半
は
約
四
・
五
五
ｍ
〕 

釣
屋 

桁
行
貳
間
半
梁
行
三
間
瓦
葺 

〔
二
間
半
は
約
四
・
五
五
ｍ
。
三
間
は
約
五
・
四
六
ｍ
〕 

前
殿 

桁
行
五
間
半
梁
行
同
斷
瓦
葺
〔
五
間
半
は
約
一
〇
ｍ
〕 

午
拝 

九
尺
ニ
壹
間
〔
九
尺
は
約
二
・
七
三
ｍ
。
一
間
は
約
一
・
八
二
ｍ
〕 

鐘
樓 

八
尺
四
方
〔
八
尺
は
約
二
・
四
二
ｍ
〕 

廊
下
橋 

 

但
、
當
時
石
橋
ニ
相
成
居
候
事 

 
 

 

右
御
公
儀
よ
り
御
普
請 

 
 

 
 

本
尊 

普
賢
菩
薩 

 
 

 
 

 

但
、
生
身
の
靈
佛
と
云
、
海
中
よ
り
出
現 

と
あ
る
。〔
メ
ー
ト
ル
法
の
換
算
値
は
筆
者
の
加
筆
。
あ
く
ま
で
も
概
算
値
で
あ
る
。
〕 

○
梁
文
（
は
り
ぶ
ん
） 

 
 
 

寺
社
の
創
立
の
由
来
が
書
か
れ
た
棟
札
の
こ
と
。
ま
た
、
棟
の
梁
に
打
ち
付
け
て

あ
る
も
の
で
は
な
く
、
厚
板
に
書
い
て
社
殿
な
ど
に
懸
額
し
て
あ
る
も
の
を
指
し
て

い
う
。 

○
膜
拝
（
も
は
い
） 

 
 
 

ひ
ざ
ま
ず
い
て
両
手
を
挙
げ
、
地
に
ひ
れ
ふ
し
て
拝
す
る
礼
。
『
穆
天
子
傳
』
巻

二
「
吾
乃
膜
拜
而
受
。
」
の
郭
璞
の
注
に
「
今
之
胡
人
禮
佛
、
舉
手
加
頭
、
稱
南
膜

拜
者
，
即
此
類
也
。
」
と
あ
る
。 

○
瑞
巌 

 
 
 

『
防
長
寺
社
由
来
』
熊
毛
宰
判 

室
積
峨
嵋
山
普
賢
寺
由
来
記
に
「
廿
八
世 

 

中

興
瑞
巌
寂
元
和
尚 

 

予
州
大
津
産 

 
 

元
禄
十
三
年
辰
六
月
十
四
日
寂
ス
」
と
あ
る
。

（
元
禄
十
三
年
は
、
西
暦
一
七
〇
〇
年
） 

○
現
住 

 
 

現
在
の
住
職
の
こ
と
。 

○
捐
資 

金
銭
や
財
物
を
な
げ
出
し
て
援
助
す
る
こ
と
。
寄
付
す
る
こ
と
。 

○
募
緣 

 

寺
の
建
設
の
際
に
金
品
を
奉
納
す
る
こ
と
。
奉
加
の
こ
と
。 

○
生
身
普
賢
菩
薩
像 

普
賢
寺
普
賢
堂
の
本
尊
、
普
賢
菩
薩
像
を
指
す
。
末
尾
に
付
し
た
写
真
を
参
照
。 

○
擬 

 

〜
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
〜
し
よ
う
と
す
る
。 

○
営
計 

営
は
、
管
理
す
る
。
計
は
、
計
画
す
る
。「
営
計
」
と
は
、
管
理
運
営
を
は
か
っ
て

い
く
の
意
で
あ
ろ
う
。 
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○
維
勒 

 
 

こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。「
勒
」
字
の
草
書
体
に
近
似
の
草
書
体
の
字

に
は
「
動
」
、
「
勤
」
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
が
「
維
勤
」
で
あ
れ
ば
意
味
は
通
る
。

昭
和
三
四
年
の
写
し
は
「
勤
」
に
作
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
は
、「
維
勤
」
と
し
て
解

釈
し
た
。「
維
勤
」
は
、『
尚
書
』
周
書
・
周
官
に
「
功
崇
惟
志
、
業
廣
惟
勤
。
」
と
あ

る
。 

○
旃
哉 

 

「
旃
」
は
、『
説
文
解
字
』
に
は
、
旗
の
曲
が
っ
た
柄
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か

の
意
味
と
し
て
、
名
詞
と
し
て
は
毛
織
物
（
「
氈
」
に
通
ず
）
、
代
詞
と
し
て
目
的
語

と
し
て
の
用
法
の
み
で
「
こ
れ
」
、「
こ
れ
～
こ
と
よ
」（
代
詞
「
之
」
＋
語
気
助
詞
「
焉
」
）
、

い
ず
れ
も
音
「
セ
ン
」
の
音
通
に
よ
る
意
味
で
あ
り
、
こ
の
個
所
の
意
味
と
し
て
は

適
切
な
も
の
が
見
い
だ
せ
な
い
。『
詩
経
』
魏
風
「
陟
岵
」
に
「
上
慎
旃
哉
、
猶
来
無

止
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
こ
れ
～
こ
と
よ
」（
代
詞
「
之
」
＋
語
気
助
詞
「
焉
」
）

の
用
法
で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
は
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
五
代
の

馬
縞
の
著
作
『
中
華
古
今
注
』
の
旌
旃
の
項
に
「
旌
者
、
旌
也
。
旌
表
賢
人
之
徳
。

旃
者
、
善
也
。
以
彰
善
人
之
徳
」
と
あ
る
の
で
、「
よ
き
こ
と
で
あ
る
な
あ
」
と
こ
の

部
分
に
合
う
解
釈
は
可
能
で
あ
る
。 

昭
和
三
四
年
の
写
し
は
、
「
旃
」
を
「
方
」
に
作
る
。
「
方
」
で
あ
れ
ば
、
「
方
正
」

の
意
に
と
っ
て
「
正
し
き
こ
と
で
あ
る
な
あ
」
の
意
に
素
直
に
解
釈
で
き
る
。
ど
ち

ら
の
解
釈
で
も
問
題
は
な
い
が
、
こ
の
梁
文
が
学
識
を
ひ
け
ら
か
す
よ
う
な
書
き
方

で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
「
方
」
字
と
取
る
ほ
う
が
適
切
と
考
え
る
。 

な
お
、「
哉
」
字
に
該
当
す
る
部
分
は
「
我
」
字
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
草

書
体
が
「
哉
」
字
に
似
通
っ
て
い
る
の
で
、
「
哉
」
字
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
う
。 

○
防
長
二
州
大
守 

 

周
防
長
門
二
国
の
守
護
の
意
。
昭
和
三
四
年
の
写
し
は
、「
二
守
」
に
作
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
で
も
意
味
合
い
は
同
じ
で
あ
る
が
、
梁
文
そ
の
も
の
を
直
接
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
に
、
判
定
が
困
難
で
あ
る
。
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
『
防
長
寺
社
由
来
』

の
本
文
の
ほ
う
が
、
意
味
合
い
を
取
り
や
す
い
。 

○
大
江
吉
就 

萩
藩
第
三
代
藩
主
毛
利
吉
就
〔
も
う
り 

よ
し
な
り 

寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年

〜
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
）
。
毛
利
氏
は
大
江
匡
房
を
始
祖
と
し
て
い
る
の
で
大
江

氏
を
名
乗
る
。
毛
利
吉
就
は
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
、
父
の
隠
居
に
よ
り
跡
を

継
い
で
萩
藩
主
と
な
っ
て
い
た
。 

○
府
君 

府
の
太
守
の
称
。
こ
こ
で
は
、
大
名
の
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

○
臨
邦 

「
お
国
入
り
」
の
こ
と
。 

昭
和
三
四
年
の
写
し
に
は
、
梁
文
の
前
に
、
棟
札
の
写
し
が
記
さ
れ
て
お
り
「
貞

享
元 

甲
子
年 

 

五
月
吉
祥
日
」
（
貞
享
元
年
は
、
西
暦
一
六
八
四
年
）
と
あ
る
。

こ
れ
は
毛
利
吉
就
の
最
初
の
お
国
入
り
の
時
を
指
し
、
こ
の
時
も
山
田
原
欽
は
主
君

に
随
行
し
て
い
た
。
梁
文
の
「
資
以
堂
搆
之
材
」
と
い
う
記
述
は
、
貞
享
元
年
の
お

国
入
り
の
際
に
、
吉
就
が
瑞
巌
和
尚
の
志
を
知
り
、
支
援
を
約
し
た
時
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

次
い
で
、
毛
利
吉
就
は
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年 

四
月
に
江
戸
を
出
発
し
国
元

に
向
か
い
、
前
年
の
三
月
か
ら
京
都
に
留
ま
っ
て
い
た
山
田
原
欽
は
、
京
都
か
ら
主

君
に
随
行
す
る
。
六
月
十
一
日
に
原
欽
は
「
題
雲
谷
等
蟠
家
蔵
八
景
軸
」
を
書
い
て

い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
萩
に
到
着
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
原
欽
が
同
じ

六
月
に
「
峨
眉
山
記
」
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
萩
へ
の
途
次
、
主
君
吉
就
の
一

行
が
室
積
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
際
に
は
貞
享
元
年

の
支
援
の
結
果
を
確
認
し
た
は
ず
で
あ
る
。〔
以
上
、
安
藤
紀
一
編
『
山
田
原
欽
』（
明

倫
同
窓
会
事
務
所 

昭
和
十
五
年
刊 

 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
て
公
開
の
も
の

h
t
t
p
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
1
0
7
5
0
7
0

）
、
渡
辺

憲
司
「
山
田
原
欽
略
譜
」（
渡
辺
憲
司
『
近
世
大
名
文
芸
圏
研
究
』
平
成
九
年
二
月 

八

木
書
店
刊 

二
五
六
〜
二
六
二
頁 

）
を
参
照
し
た
〕 

○
瑞
巌
之
志
之
勒 

こ
こ
の
「
勒
」
字
も
、
「
勤
」
の
誤
読
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
勒
」
字
の
ま
ま
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で
解
釈
し
よ
う
と
す
る
と
、
不
自
然
な
解
釈
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
昭

和
三
四
年
の
写
し
は
、「
勤
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
勤
」
の
字
と
し
て
解
釈

し
た
。
「
勤
」
の
意
味
合
い
は
、
真
摯
で
あ
る
こ
と
。 

○
堂
搆 

堂
構
に
同
じ
。
建
物
の
構
え
の
こ
と
。
房
舍
。
陸
機
「
歎
逝
賦
」
に
「
悼
堂
搆
之

頽
瘁
、
慜
城
闕
之
丘
荒
。
」
（
『
文
選
』
巻
）
と
あ
る
。 

○
頃
日
（
け
い
じ
つ
） 

近
ご
ろ
。
ほ
ど
な
く
。 

○
功
成 

立
派
に
成
し
遂
げ
る
。 

○
亥
未
省
揚
梁
文
、
請
之
於
余 

こ
の
部
分
は
、『
防
長
寺
社
由
来
』
の
本
文
に
基
づ
い
て
解
釈
を
試
み
る
と
、
無
理

矢
理
に
こ
じ
つ
け
た
解
釈
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、「
亥
」
は
、
こ
の
個
所
に

通
常
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
文
字
で
は
な
い
た
め
、
あ
え
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
「
亥
」

が
「
其
」
字
に
通
ず
る
と
し
て
解
釈
す
る
以
外
に
は
方
法
が
な
い
。
ま
た
、
「
省
揚
」

も
、
『
防
長
寺
社
由
来
』
の
本
文
に
は
、
「
省
」
字
に
「
（
マ
マ
）
」
と
傍
記
が
あ
り
、

明
ら
か
に
判
読
に
苦
し
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、「
省
」

の
草
書
体
に
、
草
書
体
が
近
似
す
る
文
字
と
し
て
は
、「
常
」・「
道
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
意
味
合
い
か
ら
考
え
て
、
「
道
揚
」
が
一
番
無
理
が
な
い
た
め
、
「
道
揚
」
（
『
書

経
』
顧
命
に
見
え
る
語
で
、
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
。
称
揚
に
同
じ
）
の
意
に
と
り
、

褒
め
称
え
て
掲
げ
る
と
で
も
解
釈
す
る
し
か
解
決
の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
の
上
で
訓

読
は
、「
亥
（
そ
）
れ
未
だ
梁
文
を
省
揚
せ
ず
、
之
を
余
に
請
う
」
、
通
釈
は
「
さ
て
、

厨
堂
に
は
、
ま
だ
（
こ
の
偉
業
を
）
褒
め
称
え
る
梁
文
を
掲
げ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を

（
作
る
よ
う
に
と
）
私
に
願
い
求
め
て
き
た
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う

な
持
っ
て
回
っ
た
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
文
の
翻

刻
そ
の
も
の
が
誤
っ
て
い
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。 

昭
和
三
四
年
の
写
し
は
、
こ
の
部
分
を
「
余
未
有
揚
梁
文
、
請
文
於
余
」
に
作
っ

て
い
る
。
次
の
文
に
わ
た
っ
て
「
余
」
字
が
多
い
と
こ
ろ
に
く
ど
さ
を
覚
え
る
が
、

同
時
期
に
書
か
れ
た
「
普
賢
縁
起
」
・
「
性
空
上
人
碑
」
に
共
通
す
る
、
山
田
原
欽
の

平
易
な
が
ら
も
の
び
の
び
と
し
た
文
体
に
照
ら
し
て
違
和
感
が
な
い
た
め
、
通
釈
は

写
し
の
本
文
に
基
づ
い
て
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。 

○
々
遥
書
以
贈
之
、
祝
之
以
詞 

 

『
防
長
寺
社
由
来
』
の
本
文
に
従
え
ば
、
「
わ
た
く
し
は
遥
か
遠
く
（
離
れ
た
萩
）

の
地
で
梁
文
を
書
き
記
し
て
贈
り
、
厨
堂
の
完
成
を
祝
う
歌
を
作
っ
た
」
と
い
う
解

釈
に
な
る
。
写
し
の
本
文
は
「
々
遥
書
以
賜
之
、
且
祝
之
以
詞
」
で
あ
り
、「
わ
た
く

し
は
遥
か
遠
く
（
離
れ
た
萩
）
の
地
で
梁
文
を
書
き
記
し
て
与
え
、
ま
た
厨
堂
の
完

成
を
祝
う
歌
を
作
っ
た
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
が
優
れ
る
か
は
即
断
で
き
な

い
が
、
執
筆
に
並
行
し
て
祝
い
の
歌
を
書
い
た
と
明
記
す
る
形
の
写
し
の
ほ
う
を
是

と
し
て
通
釈
し
た
。
た
だ
し
、「
贈
る
」
と
「
賜
（
目
上
の
者
か
ら
目
下
の
者
へ
与
え

る
）
」
で
は
印
象
の
違
い
が
大
き
く
、
こ
の
部
分
は
「
贈
」
を
是
と
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。 

○
峨
眉
山 

 

写
し
は
、「
峨
眉
之
山
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
歌
の
形
と
し
て
の
形
式
上
は
、
一
句

の
字
数
が
そ
ろ
っ
て
い
る
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。
読
み
の
段
階
で
「
峨
眉
の
山
」

と
読
め
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。 

○
纔 

 

「
纔
」
の
意
味
は
、
や
っ
と
、
わ
ず
か
に
。
こ
の
意
味
で
は
し
っ
く
り
こ
な
い
。

昭
和
三
四
年
の
写
し
は
「
巉
」（
険
し
い
の
意
）
に
作
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
う
が
こ
の

部
分
の
意
味
と
し
て
自
然
で
あ
る
。 

○
間
天 

 
 

静
か
な
天
空
。
閑
天
。
用
例
と
し
て
は
、
曹
唐
「
小
遊
仙
」
詩 

其
二
に
「
風
動
閒

天
靑
桂
陰
、
水
精
簾
箔
冷
沉
沉
」
と
あ
る
。 

○
百
禄 

 
 

数
多
く
の
幸
福
。
百
祥
。
『
詩
経
』
小
雅
「
天
保
」
に
「
磬
無
不
宜
、
受
天
百
禄
」

と
あ
る
。 

○
鮮 
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美
し
い
。
鮮
や
か
で
あ
る
。
平
声
先
韻
。 

○
把
筆 

 

執
筆
。 

○
長
陽
城 

 
 

萩
城
の
こ
と
。 

 

【
付
】 

写
真
① 

昭
和
三
四
年
の
写
し
の
冊
子
表
紙
（
筆
者
撮
影
） 

 
 

 

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
七
月
一
一
日
に
内
務
省
に
提
出
さ
れ
た
別
紙
書

類
が
あ
り
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
七
月
一
日
に
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て

書
き
写
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

      

写
真
② 

昭
和
三
四
年
の
写
し 

梁
文
の
該
当
部
分 

 
 

 

棟
札
に
「
貞
享
元 

甲
子
年 

 

五
月
吉
祥
日
」
（
貞
享
元
年
は
、
西
暦
一
六 

八
四
年
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
毛
利
吉
就
の
最
初
の
お
国
入
り
の
時
を
指
し
、
こ

の
梁
文
の
二
年
前
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
も
山
田
原
欽
は
主
君
に
随
行
し
て
お

り
、
梁
文
の
「
資
以
堂
搆
之
材
」
記
述
は
、
貞
享
元
年
の
お
国
入
り
の
時
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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山田原欽「室積普賢菩薩厨堂梁文」訳注稿 

 

№40（2016） 

写
真
③ 

現
在
の
普
賢
寺 

普
賢
堂
（
筆
者
撮
影
） 

 
 

 
 

 

 

写
真
④ 

生
身
普
賢
菩
薩
像
の
写
真
（
筆
者
撮
影
） 

開
帳
の
時
以
外
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
庫
裏
内
に
写
真
を
額
に

入
れ
て
掲
げ
て
あ
る
も
の
を
撮
影
し
た
。 

 
 

 
 

 

【
謝
辞
】 

今
回
の
訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤

本
浩
先
生
が
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
ご
協
力
い

た
だ
く
よ
う
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
は
、
貴

重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
公
開
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
機
械

電
気
工
学
科
の
三
浦
靖
一
郎
先
生
か
ら
は
、
再
三
に
わ
た
り
、
地
域
貢
献
の
観
点
か

ら
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
だ
き
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。
藤
本
先
生
、
桝

野
住
職
、
三
浦
先
生
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い 
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